
 

 

 

 

 

 

 

 

上野国分寺跡史跡指定 100 周年記念シンポジウムについて 
 

令和 8 年(2026)は上野国分寺跡が国の史跡に指定されて 100 周年となります。こ

れを記念して、10 月 18 日（日）に記念シンポジウム「世代を超えて語り継ぐ上野

国分寺の価値と魅力」を開催します。 

                                

１ 趣旨  

100 年を振り返り、地域で守り伝えられてきた上野国分寺の価値と魅力を語り合います。 

 

２ 名称 

 上野国分寺跡史跡指定 100 周年記念シンポジウム 

「世代を超えて語り継ぐ上野国分寺の価値と魅力」 

 

３ 事業主体 群馬歴史文化遺産発掘・活用・発信実行委員会、群馬県（文化遺産課） 

 

４ 日時 令和８年１０月１８日（日）９時～１２時（受付８時３０分～） 

 

５ 会場 高崎市市民活動センター・ソシアス（高崎市足門町 1669-2） 

 

６ 申込 右の QR コードから事前申込、 

２５０名（定員になり次第、受付終了）、入場無料 

 

７ プログラム 

 オープニング 上野国分寺まつり実行委員会のイベント 

  第１部 これまでの 100 年を語る 

 講演１ 佐藤 信 氏（東京大学名誉教授） 

 講演２ 前澤 和之 氏（群馬県文化財保護審議会 審議委員） 

 講演３ 橋本 淳 氏（（公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 上席調査研究員・研究総括） 

  第２部 これからの 100 年を語る 

 ◎パネリスト 

  佐藤 信 氏（第１部講師）、前澤 和之 氏（第１部講師） 

  滝沢 匡 氏（高崎市教育委員会）、高橋 人夢 氏（吉岡町教育委員会） 

 ◎コーディネーター 

  若狭 徹 氏（群馬県立歴史博物館特別館長、明治大学教授） 

  第３部 未来を担う子どもたちと専門家で語る 

 高崎市立群馬中央中学校の皆さん 
 

 

 

令和８年１０月７日 

地域創生部文化遺産課 

文化財活用係 

電話 027-226-4684 内線 4692 
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９時～ 12 時（受付：８時 30 分～ ）

高崎市市民活動センター・ソシアス

250名（定員になり次第、受付終了） 入場無料

右の QRコードから
事前申込み

（高崎市足門町 1669 番地２）

日（日）

お問合せ：群馬県地域創生部文化遺産課　TEL：027‒226‒4684

令和８年度文化芸術振興費補助金
（地域文化財総合活用推進事業）
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　今年、令和８年（2026）は上野国分寺跡が国の史跡に指定されて 100 周年となります。100
年を振り返り、地域で守り伝えられてきた上野国分寺の価値と魅力を語り合うシンポジウムを開
催します。
　第１部「これまでの 100 年を語る」は、第一線の研究者による、これまでの調査と最新の研
究成果についての講演です。
　第２部「これからの 100 年を語る」では、上野国分寺跡をはじめとする県内の史跡の保存や
活用について、若手研究者を交えたパネルディスカッションを開催します。
　第３部「未来を担う子どもたちと専門家で語る」では、高崎市立群馬中央中学校の皆さんから
の質問にこたえながら、上野国分寺跡を中心とした史跡について皆で議論を深めていきます。

上野国分寺跡全景 鐘楼の遺構

国分寺出土の軒丸瓦

七重塔模型

推定復元図

プログラム
オープニング　上野国分寺まつり実行委員会のイベント

　第１部　これまでの100 年を語る

講演①佐藤　信 氏（東京大学名誉教授）

講演②前澤 和之 氏（群馬県文化財保護審議会 審議委員）

講演③橋本　淳 氏（( 公財 ) 群馬県埋蔵文化財調査事業団 上席調査研究員・研究総括）

　第２部　これからの100 年を語る
◎パネリスト
　佐藤　信 氏（第 1 部講師）、前澤 和之 氏（第 1 部講師）、
　滝沢　匡 氏（高崎市教育委員会）、高橋 人夢 氏（吉岡町教育委員会）
◎コーディネーター
　若狭　徹 氏（群馬県立歴史博物館特別館長、明治大学教授）

　第３部　未来を担う子どもたちと専門家で語る

高崎市立群馬中央中学校の皆さん


